[image: image1.png]A

T 0T T T T T T T ———



[image: image2.png]


 
本計画は、支援する人と支援される人が互いに気を遣うことなく、かつ、生活に支障しない範囲でお互い様の気持ちで実行できるように検討されたものです。
１.個人情報の取り扱いについて
　本計画モデルは、自治会及び自主防災組織にて共有するため、避難行動に支援を必要とする方、支援をする方の氏名は掲載しません。氏名については当事者間が承知していれば足りることであり、以降に掲載されている「ブロック長」や「班長」については、自治会が所持している役員名簿等で補完できるためです。
２．支援者の選定
わたしたちの街は、自治会の運営にあたって、街区を単位にした「班」と、いくつかの班を一つのグループにまとめた「ブロック」によって回覧板の手配や共同作業にあたっています。自治会の運営を支える方々として「班」には班長が、「ブロック」にはブロック長が置かれております。
　避難行動要支援者名簿を所持する自治会長は、要支援者が居所とする地域の班長とブロック長に対し、要支援者の情報を伝えます。要支援者の情報を得た班長とブロック長は、交代が生じたときなど、毎年1回以上の面通しのあいさつと緊急時の電話番号（携帯を含む）の交換をしてください。
避難を要するような災害が発生した場合には、主として班長が、状況に応じてはブロック長から要支援者へ安否確認の連絡が行われる場合がありますので、予めお話しておいてください。
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３．避難所での要支援者名簿の活用

避難を要する災害が発生した場合には、自治会長は「避難行動要支援者名簿」を避難所へ持参します。
避難所では、主としてブロック長（複数名）が連絡員となり、名簿をたよりに該当する要支援者へ電話を掛け、必要に応じ自宅へ確認に行きます。このとき、同様に避難している班長や他の役員も応援に入り、手分けして作業に当たります。
４．負担のない支援
支援者となる班長やブロック長は、常に要支援者の様子を気に掛けるというものではありません。避難を必要とする災害が発生した場合のみ、電話連絡などで安否確認をします。また、安否確認のため常に地元に留まるというものではなく、旅行や遠方への外出など私生活に影響を与えることは求めません。
自分や家族の身の安全を第一に、可能な範囲で要支援者との連絡をお願いします。
５．要支援者の方へ
災害が発生した場合であっても、避難を要するレベルでない限り、支援者となる班長やブロック長からの連絡はありません。
また、避難が必要となる場合であっても、支援者は外出中や自らの安全確保に追われて連絡ができない場合もあります。「自らの命は自らが守る」という気持ちで必要に応じた避難は自ら判断するように心掛けてください。
６．自治会に加入していない要支援者について
　「避難行動要支援者名簿」には災害時に支援を求める方々が記載されています。
自らが居住するマンションに自治会が存在していないために未加入となっている場合もあります。助け合う気持ちや、お互い様という意識が薄くなっているこのごろ、自治会の活動は災害時に備えた備蓄や、訓練の実施など、人道的な側面がある旨を伝え、自治会行事や防災訓練への参加を呼びかけることが必要です。
何らかの事情で自治会に加入できない事情がある要支援者であっても班長やブロック長は、その方が支援を求めている限り、年度当初に訪問し、連絡先の交換をお願いします。
令和３年〇月〇日策定
以上
表記中の「ブロック長」「班長」などの用語は、地区の状況に応じて編集してください。
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